※脚本を変えてお送りします
乗組員：キャップ、大変です！船が、浮いてます！
白髭の艦長：さまよえるオランダ船！
白髭の艦長：存在しないと思っていたが、まさかホントだったとは・・・
”帰ってきた幽霊船”
ジェイムソン：幽霊船が出た！
　　　　　　　雷の日に出たと報告があった
ピーター：近代イギリスの伝承ですよね
ジェイムソン：こんな目撃証言は18世紀以来だ
ベティー：もしウソだったらどうするんです？
ジェイムソン：逮捕だ、偽証の罪で逮捕させる！

ジェイムソン：幽霊船の事は任せたぞ！
ベティー：あの人何時もああなの
　　　　　じゃあ、いいスクープを期待しているわ？
ピーター：まかせて、失敗しないから

スパイダーマン：船長さん！
白髭の艦長：はて、どなたですかな？
スパイダーマン：スパイダーマンです
白髭の艦長：スパイダーマン？
　　　　　　そんな方は世界にはおらん…
　　　　　　何の用だね？
スパイダーマン：ここで"幽霊船"の目撃情報があったそうですが…
白髭の艦長：あの船か、あれは幻でもなかった。
　　　　　　昨日の嵐のことだ、ここで海賊船が浮いて出てきたのだよ
スパイディ：海賊船？彼らは？
白髭の艦長：あの中だ
　　　　　　だが、気を付けろよ？ 2度と戻って来れんから！
スパイディ：船を探してくるよ、ありがとう船長さん！
＜船探しのスパイディ＞
スパイディ：あった！幽霊船だ！
　　　　　　シャッターチャンスだ！
スパイディ：クモ感覚だ！…まずい！
＜スパイディ、やられる＞
悪党船員A：ボスのとこに持ってくか？
悪党船員B：いや、しなくていい
悪党船員A：そうか、じゃあ報告だ

ミステリオ：遅かったな、報告しろ！
悪党船員B：良いのを見つけたぞ…
　　　　　 1人の男が、このカメラを持ってたぜ
ミステリオ：誰だった？
悪党船員B：スパイダーマンだ
悪党船員A：蜘蛛の巣を飛ばしてきたんだ、まちがいねえ
ミステリオ：スパイダーマン？またあいつか…
　　　　　　何としてでも捕まえろ、邪魔されんためにも！
悪党船員A：もちろんですよー！
ミステリオ：さあ、覚悟しろスパイダーマン！ハハハハハ！
スパイダーマン：気づかなかった…
　　　　　　　　撃たれたせいで頭いたい…
　　　　　　　　これは…足跡？
　　　　　　　　海賊船だ！行ってみよう！

スパイダーマン：何だか嫌な感じだ！

スパイダーマン：どうして幽霊船みたいになってるの？


ミステリオ（エコー）：降参しろ！ハハハハハ！
スパイディ：ミステリオ！

ミステリオ：その通り！

＜煙＞
ミステリオ：ハハハハハ！

＜ドアを開けようとするが＞
スパイディ：…開かない！
＜ドアを無理やり開け、向かったが…＞
スパイディ：さまよってるの？

ミステリオ：ハハハハハ！ハハハハハ！

＜Bパート＞

白髭の艦長：あれはどうも、さ迷っとる

スパイディ：これで大丈夫だ
＜船にクモの巣を張ったスパイディ＞
スパイディ：船を動かそう
＜モーターを作るスパイディ＞
スパイディ：全速前進、ヨーソロー！
＜その頃…＞
ミステリオ：これを使い…彼らをだまそうではないか…
　　　　　　どうだ？
悪党船員A：もちろんだ、幽霊船を映すだけでいいんだろ？
ミステリオ：ああ、彼らは騙されるよ。
　　　　　　その映写機で
ミステリオ：さあ行け！やつが来たらコテンパンにしろ！

スパイディ：1,2,3,4,ウィーゴ―（Seeing Seingの替え歌として）　
　　　　　　海賊の船といえばこれだ
　　　　　　・・・あれ？空の上に船が浮いてる…
　　　　　　なんだろう…潜水艦だ！

白髭の艦長：幽霊船ではないようだが…
＜潜水艦が沈む＞
白髭の艦長：あとは…あれは！

スパイディ：網をかけておこう！
＜網を掛ける＞

ミステリオ：ホホホホホ、すばらしい…
悪党船員A：頑張って見つけたんだ、
悪党船員B：夢じゃないですぜ！
ミステリオ：あとはこれを…はっ！…貴様！
スパイディ：はい、そこまで！


ミステリオ：待っていたぞ！決闘の時間だ、いくぞ！
スパイディ：まだ心の準備が…、こうなったら仕方ない！来ーい！
ミステリオ：貴様を始末してやる！
スパイディ：とめて見なよ！


スパイディ：残念！（ボコ！）
ミステリオ：まだ勝負はこれからだ！

ミステリオ：私にはこれがあるんだよ！
　　　　　　さあ、どうする？下手に動けば命はないぞ？

スパイディ：それはこっちの台詞だよミステリオ


スパイディ：ありがとう艦長
白髭の館長：お礼はいいよ

スパイディ：じゃあ警察に、この洞窟に犯人がいるって伝えといてくれる？
白髭の館長：構わんよ、断りはせんから

ジェイムソン：ただの船じゃないか…
　　　　　　　これではだめだ、給料を下げてやる
　　　　　　　どこが幽霊船なんだ ばっかばかしいよ

ベティー：あら、なにかしら？
ジェイムソン：ハァ！？

スパイディ：（笑い）きっとジェイムソンさん、驚いて気絶するかも

ベティー：ジェイムソンさん！！気を確かに、ジェイムソンさん！！

